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(57)【要約】
【課題】本発明は、従来、バイオフィルムの除去に使用されている次亜塩素酸塩等の殺菌
剤と異なり、十分なバイオフィルム形成防止作用を有すると共に、人体に安全で環境負荷
も低い、バイオフィルム形成防止剤を提供すること、バイオフィルム形成防止と洗浄とを
同時に行えることから、便利であると同時に、手入れの忘却を防ぎ、バイオフィルムによ
る微生物害を未然に防止し得る、バイオフィルム形成防止剤含有洗浄用組成物を提供する
こと、を目的とする。
【解決手段】ソホロースリピッドと、アルキル硫酸塩系界面活性剤とを含有する、バイオ
フィルム形成防止剤、及び、上記のバイオフィルム形成防止剤を含有する、洗浄用組成物
、により解決する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソホロースリピッドと、アルキル硫酸塩系界面活性剤とを含有する、バイオフィルム形
成防止剤。
【請求項２】
　前記ソホロースリピッドの２０重量％以上８０重量％以下がラクトン型のソホロースリ
ピッドである、請求項１に記載のバイオフィルム形成防止剤。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のバイオフィルム形成防止剤を含有する、洗浄用組成物。
【請求項４】
　前記ソホロースリピッドの含有量が０．０５～１０．０重量％である、請求項３に記載
の洗浄用組成物。
【請求項５】
　前記アルキル硫酸塩系界面活性剤の含有量が０．１～５．０重量％である、請求項３又
は４に記載の洗浄用組成物。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ソホロースリピッドと、アルキル硫酸塩系界面活性剤とを含有するバイオフ
ィルム形成防止剤、及び、該剤を含有する洗浄用組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　バイオフィルムは、固体の表面に緑膿菌等の微生物と微生物が産生する菌体外多糖等の
生産物が集まって形成された構造体である。バイオフィルムにおいて、微生物は、自己が
産生する菌体外多糖等の生産物からなる細胞外マトリックスに埋め込まれている。バイオ
フィルムは、水分があり微生物が増殖し易い場所であれば、どんな場所でも生じ得るので
、様々な場所で微生物による害を引き起こす。例えば、家庭では、台所のシンク、調理場
、洗面台、洗濯槽、浴室、便器、排水溝、排水管等の水まわりでバイオフィルムが形成さ
れてヌメリや悪臭の原因となり、ひどい場合には、排水溝や排水管の詰まりの原因となる
。また、食器、調理器具、洗浄道具等の水まわりで使用するものにバイオフィルムが形成
されると、衛生が損なわれ食中毒等の微生物汚染の原因となる。水を使用する工場プラン
トでは、形成されるバイオフィルムが製品の微生物汚染、金属腐食による設備劣化の原因
となる。病院では、医療器具に形成されるバイオフィルムが院内感染の原因となる。
【０００３】
　このような微生物による害を引き起こすバイオフィルムを除去するために、従来は、次
亜塩素酸塩等の殺菌剤を使用していたが、効果は不十分であった。その理由は、前述のよ
うに、バイオフィルムにおいては、微生物は、自己が産生する菌体外多糖等の生産物から
なる細胞外マトリックスに埋め込まれていて、殺菌剤から保護されるためである。また、
次亜塩素酸塩は、皮膚や粘膜につかないように注意する必要がある等、人体に安全とは言
い難く、環境に対する負荷も高い。
【０００４】
　家庭の水まわり、水まわりで使用するもの、水を使用する工場プラントの衛生的な使用
のためには、上述したバイオフィルムの除去に加えて、洗浄が必要となるが、従来、両者
は次亜塩素酸塩等の殺菌剤と、洗浄剤とにより別々に行われていた。しかしながら、両者
を別々に行うことは、手間がかかり不便であると同時に、手入れの忘却を招来し、バイオ
フィルムによる微生物害を招く原因となる。従って、両者を同時に行えると便利であると
同時に、手入れの忘却を防ぎ、バイオフィルムによる微生物害を未然に防止し得る。特に
、食器、調理器具、洗浄道具等の家庭の水まわりで日々洗浄するものの洗浄剤でバイオフ
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ィルム形成防止も同時に行えると、別途殺菌剤で水まわりや水まわりで使用するもののバ
イオフィルム除去を行う必要がなくなり、大変便利であると同時に、手入れの忘却を防ぎ
、水まわりのヌメリや悪臭、排水溝や排水管の詰まりを未然に防止し得ると共に、水まわ
りで使用するものの洗浄後の衛生も保ち得る。しかしながら、このようにバイオフィルム
除去と洗浄とを同時に行うという考えは現状では見られない。
【０００５】
　ソホロースリピッドについては、人体に安全に使用し得、また、生分解性に優れ環境負
荷も低い洗浄剤として知られている（特許文献１、２）。しかしながら、ソホロースリピ
ッドがバイオフィルム形成防止作用を有することは知られていない。
【０００６】
　アルキル硫酸塩系界面活性剤も洗浄剤として汎用されているが、バイオフィルム形成防
止作用を有することは知られていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３-１３０９３号公報
【特許文献２】特開２０１７-１３７２４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、従来、バイオフィルムの除去に使用されている次亜塩素酸塩等の殺菌剤と異
なり、十分なバイオフィルム形成防止作用を有すると共に、人体に安全で環境負荷も低い
、バイオフィルム形成防止剤を提供することを目的とする。
【０００９】
　また、本発明は、バイオフィルム形成防止と洗浄とを同時に行えることから、便利であ
ると同時に、手入れの忘却を防ぎ、バイオフィルムによる微生物害を未然に防止し得る、
バイオフィルム形成防止剤含有洗浄用組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　発明者らは、十分なバイオフィルム形成防止作用を有すると共に、人体に安全で環境負
荷も低い物質を種々探索したところ、ソホロースリピッドがこれらの要件を全て満たすこ
とを見出した。また、ソホロースリピッドは洗浄作用も有することから、これによりバイ
オフィルム形成防止と洗浄とを同時に行えることも見出した。
【００１１】
　さらに、ソホロースリピッドにアルキル硫酸塩系界面活性剤を加えるとバイオフィルム
形成防止作用が相乗的に向上すること、アルキル硫酸塩系界面活性剤も洗浄作用を有する
ことから、これを加えた組成物についてもバイオフィルム形成防止と洗浄とを同時に行え
ることも見出した。
【００１２】
　すなわち、本発明は、ソホロースリピッドと、アルキル硫酸塩系界面活性剤とを含有す
る、バイオフィルム形成防止剤を提供するものである。
【００１３】
　この発明の好ましい態様によれば、上記のソホロースリピッドの２０重量％以上８０重
量％以下がラクトン型のソホロースリピッドである、上記のバイオフィルム形成防止剤が
提供される。
【００１４】
　また、本発明は、上記のバイオフィルム形成防止剤を含有する、洗浄用組成物を提供す
るものである。
【００１５】
　この発明の好ましい態様によれば、上記のソホロースリピッドの含有量が０．０５～１
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０．０重量％である、上記の洗浄用組成物；上記のアルキル硫酸塩系界面活性剤の含有量
が０．１～５．０重量％である、上記の洗浄用組成物が提供される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明のバイオフィルム形成防止剤は、バイオフィルムの形成を十分に防止し得ると共
に、人体に安全で環境負荷も低い。
【００１７】
　また、本発明のバイオフィルム形成防止剤は、洗浄作用も有しており、洗浄用組成物に
含有させるとバイオフィルム形成防止と洗浄とを同時に行えることから、便利であると同
時に、手入れの忘却を防ぎ、バイオフィルムによる微生物害を未然に防止し得る。
【００１８】
　特に、食器、調理器具、洗浄道具等の家庭の水まわりで日々洗浄するものの洗浄用組成
物に含有させると、バイオフィルム形成防止と洗浄とを同時に行えることから、別途殺菌
剤で水まわりや水まわりで使用するもののバイオフィルム除去を行う必要がなくなり、大
変便利であると同時に、手入れの忘却を防ぎ、水まわりのヌメリや悪臭、排水溝や排水管
の詰まりを未然に防止し得ると共に、水まわりで使用するものの洗浄後の衛生も保ち得る
。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本実施形態において、ソホロースリピッドは、バイオフィルム形成防止作用を奏する。
また、人体に安全で環境負荷も低い。さらに、洗浄作用を有することから、バイオフィル
ム形成防止剤含有洗浄用組成物にも好適に配合される。
【００２０】
　ソホロースリピッドの構造を下記に示す。ソホロースリピッドは、グルコース２量体の
ソホロースとヒドロキシ脂肪酸とが結合した糖脂質である。ソホロースリピッドは、ヒド
ロキシ脂肪酸のカルボキシル基が遊離した酸型と、このカルボキシ基が分子内のソホロー
スのヒドロキシ基に結合したラクトン型との混合物である。ソホロースのヒドロキシ基の
一部はアセチル化されていてもよい。
【００２１】
【化１】
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【００２２】
　本実施形態において、好ましくは、ソホロースリピッドの２０重量％以上８０重量％以
下がラクトン型のソホロースリピッドである。より好ましくは、ソホロースリピッドの４
０重量％以上８０重量％以下、さらに好ましくは、ソホロースリピッドの６０重量％以上
８０重量％以下が、ラクトン型のソホロースリピッドである。ラクトン型のソホロースリ
ピッドを上記の範囲内にすることにより、バイオフィルム形成防止作用が向上するのみな
らず、液性の安定性も増し、濁りや分離が生じにくくなるため、好ましい。
【００２３】
　本実施形態に係るバイオフィルム形成防止剤、及び、バイオフィルム形成防止剤含有洗
浄用組成物におけるソホロースリピッドの含有量は、バイオフィルム形成防止作用、及び
、洗浄力の観点から、好ましくは、０．０５～１０．０重量％であり、さらに好ましくは
、０．０５～５重量％である。
【００２４】
　本実施形態において、アルキル硫酸塩系界面活性剤は、ソホロースリピッドのバイオフ
ィルム形成防止作用を相乗的に向上させることができる。また、洗浄作用を有することか
ら、バイオフィルム形成防止剤含有洗浄用組成物にも好適に配合される。
【００２５】
　アルキル硫酸塩系界面活性剤としては、例えば、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫
酸アンモニウム、ラウリル硫酸カリウム、セチル硫酸ナトリウム等が挙げられる。好まし
い例としては、ラウリル硫酸ナトリウムが挙げられる。
【００２６】
　本実施形態に係るバイオフィルム形成防止剤、及び、バイオフィルム形成防止剤含有洗
浄用組成物におけるアルキル硫酸塩系界面活性剤の含有量は、ソホロースリピッドのバイ
オフィルム形成防止作用を向上させる観点、及び、洗浄力の観点から、好ましくは、０．
１～５．０重量％である。
【００２７】
　本実施形態に係るバイオフィルム形成防止剤、及び、バイオフィルム形成防止剤含有洗
浄用組成物は、ソホロースリピッド、アルキル硫酸塩系界面活性剤、以外の成分として、
本発明のバイオフィルム形成防止作用、洗浄作用を妨げない限りにおいて、バイオフィル
ム形成防止剤、及び、洗浄用組成物に一般的に含有される成分を含有し得る。
【００２８】
　バイオフィルム形成防止剤含有洗浄用組成物に含有し得る成分として、洗浄用組成物に
一般的に含有される成分、例えば、ベタイン系界面活性剤、アルキルエーテル硫酸エステ
ル塩系界面活性剤、アルキルアミンオキシド系界面活性剤、脂肪酸塩系界面活性剤、等の
界面活性剤、エタノール等の可溶化剤、粘度調節剤、ｐＨ調節剤、除菌剤、防腐剤、香料
、水等の溶剤等が挙げられる。
【００２９】
　各成分の含有量としては、ベタイン系界面活性剤は０．１～５．０重量％、アルキルエ
ーテル硫酸エステル塩系界面活性剤、アルキルアミンオキシド系界面活性剤は５．０～２
０．０重量％、エタノール等の可溶化剤、粘度調節剤は１．０～５．０重量％、ｐＨ調節
剤は０．５～１．０重量％、脂肪酸塩系界面活性剤、除菌剤、防腐剤、香料は０．５重量
％以下が好ましく、残部は水等の溶剤である。
【００３０】
　本実施形態に係るバイオフィルム形成防止剤は、任意の場所に生じるバイオフィルムの
形成防止に使用し得るが、好ましくは、台所のシンク、調理場、洗面台、洗濯槽、浴室、
便器、排水溝、排水管等の家庭の水まわり、食器、調理器具、洗浄道具等の家庭の水まわ
りで使用するもの、に形成されるバイオフィルムの形成防止に使用し得る。
【００３１】
　本実施形態に係るバイオフィルム形成防止剤を含有する洗浄用組成物は、バイオフィル
ム形成防止及び洗浄が必要な任意の場面で使用し得るが、好ましくは、台所のシンク、調
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具、洗浄道具等の家庭の水まわりで使用するもの、に対して、バイオフィルム形成防止及
び洗浄のために使用し得る。係る実施形態により、バイオフィルム形成防止と洗浄とを同
時に行えることから、便利であると同時に、手入れの忘却を防ぎ、バイオフィルムによる
微生物害を未然に防止し得る。
【００３２】
　本実施形態に係るバイオフィルム形成防止剤を含有する洗浄用組成物は、さらに好まし
くは、食器、調理器具、洗浄道具等の家庭の水まわりで日々洗浄するものに対して使用す
ると、バイオフィルム形成防止と洗浄とを同時に行えることから、別途殺菌剤で水まわり
や水まわりで使用するもののバイオフィルム除去を行う必要がなくなり、大変便利である
と同時に、手入れの忘却を防ぎ、水まわりのヌメリや悪臭、排水溝や排水管の詰まりを未
然に防止し得ると共に、水まわりで使用するものの洗浄後の衛生も保ち得る。
【実施例】
【００３３】
１．製造例
（１）食器用洗剤の調製
　下記表１に示す配合で、ソホロースリピッド及びアルキル硫酸塩系界面活性剤を配合す
る食器用洗剤（実施例１）を調製した。また、比較例として、ソホロースリピッドを配合
しアルキル硫酸塩系界面活性剤は配合しない食器用洗剤（比較例１）、及び、アルキル硫
酸塩系界面活性剤を配合しソホロースリピッドは配合しない食器用洗剤（比較例２）を調
製した。さらに、除菌効果を謳っている各種市販品食器用洗剤（比較例３～５）の成分表
を表２～表４に示す。
【００３４】
【表１】

【００３５】
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【表２】

【００３６】
【表３】

【００３７】
【表４】
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【００３８】
２．バイオフィルム形成防止作用の確認試験
 (１)試験の概要
　ソホロースリピッド及びアルキル硫酸塩系界面活性剤を配合する食器用洗剤（実施例１
）、ソホロースリピッドを配合しアルキル硫酸塩系界面活性剤は配合しない食器用洗剤（
比較例１）、アルキル硫酸塩系界面活性剤を配合しソホロースリピッドは配合しない食器
用洗剤（比較例２）、及び、各種市販品食器用洗剤（比較例３～５）による緑膿菌バイオ
フィルム（BF）に対する形成防止作用について、96穴プレートを用いたCV染色法による評
価で検証を行った。
【００３９】
(２)試験菌
　Pseudomonas aeruginosa NBRC 13275 （緑膿菌）
【００４０】
(３)試験方法
(３－１)試験品共存下でのBF形成の確認試験
(a)試験品共存下でのBF 形成  
　被検菌株は凍結保存品を復元し、SCD 寒天培地による24 時間の前培養後に滅菌生理食
塩水で106～107cfu/mLオーダーとなるように調製した。これを2.0×106cfu/mLオーダーと
なるように2倍濃度のトリプトソイブロス（TSB）で希釈し、菌添加済みTSBとした。終濃
度の倍濃度となるように滅菌精製水で希釈した各試験品を菌添加済みTSBを用いて2倍希釈
し、96穴マイクロプレートに1 種類に付きプレートの縦列（8穴）に200μlずつ添加した
。96 穴マイクロプレートにフタをして35℃の恒温器内で24 時間の培養を行い、BF 形成
させた。
【００４１】
(b)CV染色法によるBFの染色・抽出
　BF形成プレートについて、各穴から培地および増殖菌の浮遊部分を吸引装置により回収
し、更に滅菌精製水を加えて吸引することで洗浄し、これを2回繰り返した後、室温で十
分に乾燥させた。乾燥後のプレートについて、各穴に0.1%（w/v）クリスタルバイオレッ
ト（CV）水溶液220μlを添加して、形成したBFを染色した。15 分静置後に吸引して除去
し、滅菌精製水で2回洗浄して十分に乾燥させた後、99.5％エタノールを250μl添加して
残留したCVを抽出し、各穴から新たなマイクロプレートに抽出液を200μlずつ回収し、マ
イクロプレートリーダーによる測定に供した。
【００４２】
(４)試験結果
(４－１)試験品共存下でのBF形成の確認試験
　96穴マイクロプレートに形成したBFに対する各試験品作用後のCV染色試験結果を表５及
び表６に示す。
【００４３】
　なお、BF形成防止作用については滅菌精製水処理区での値と各試験品での値の比較から
BF形成防止率（％）={1-(検体の吸光度平均/滅菌精製水の吸光度平均)}×100を算出して
評価した。
【００４４】
　ソホロースリピッド及びアルキル硫酸塩系界面活性剤を配合する食器用洗剤（実施例１
）がバイオフィルム形成防止作用を有することが確認された。アルキル硫酸塩系界面活性
剤を配合しソホロースリピッドは配合しない食器用洗剤（比較例２）ではバイオフィルム
形成防止作用が認められないにもかかわらず、ソホロースリピッドを配合しアルキル硫酸
塩系界面活性剤は配合しない食器用洗剤（比較例１）にアルキル硫酸塩系界面活性剤を加
えるとバイオフィルム形成防止作用が向上することから、両者の併用による効果の向上は
相乗的であることが確認された。なお、除菌効果を謳っている市販品食器用洗剤（比較例
３～５）はバイオフィルム形成防止作用が弱いか或いはみられなかった。
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【００４５】
【表５】

【００４６】
【表６】
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